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八
四
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宇

治

谷

祐

顕

(ム)
、
は
じ
め
に

大
集
経
は
北
斉
の
天
統
二
年

(的
五
六
六
)
、
那
連
提
耶
舎
n
a
r
e
n
d
-

(
1
)

r
a
u
c
a
s
に
よ

つ
て
、
天
平
寺
に
お
い
て
訳
出
せ
ら
れ
た
経
典
で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
経
が
訳
出
せ
ら
れ
て
間
も
な
く
僅
か
十

年
ほ
ど
経
過
し
た
後
に
、
歴
史
的
著
明
な
周
武

の
破
仏
事
件

が
勃
発

し
、
経
説
中
に
所
現
す
る
法
滅
懸
記
の
思
想

と
併
行
し
、

い
よ
い
よ

「令
法
久
住
」
の
精
神
を
高
揚
せ
ん
と
意
図
し
た
聖
典
で
あ
る
こ
と
は

既
に
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

(亘)
、
本
経
所
説
に
よ
る
天
神
地
祇
の
意
義

さ
て
そ
れ
ら
大
集
月
蔵
経
全
体
の
内
容
や
成
立
上
の
諸
問
題
を
含
め

た
綜
合
的
研
究
は
別
と
し
て
、
こ
の
経
中
に
数
多
く
説
き
出
さ
れ
る
天

神
地
祇

の
問
題

に
つ
い
て
の
み
考
察
す
る
。

こ
の
意
味
か
ら
ま
つ
そ
こ

に
説
き
出
さ
れ
る
天
神
地
祇
の
果
す
役
割
と
そ
の
意
義
と
を
章
節
を
追

う
て
整
理
按
配
す
れ
ば
概
ね
次
の
如
く
で
あ
る
。

(一)
、

「令
魔
得
信
楽
品
第
六
」

(
1
)
、
令
法
久
住
と
、
(
2
)
、
そ
の
国
土
人
民
の
安
隠
豊
盛
、
無
有
闘

謬
を
説
き
、
(
3
)
、
特
に
三
宝
を
敬
信
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
あ
げ

て
、
(
4
)
、一
つ
に
諸
魔
が
過
去
の
罪
過
を
誠

心
繊
悔
す
る
繊
悔
道
の

哲
学
を
強
調
し
て
い
る
点
、
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。

(二)
、
次
の

「
一
切
鬼
神
集
会
品
第
七
」

(1)
、
前
品
と
同
じ
く
令
法
久
住
と
、
(
2
)
、四
天
下

の
護
持

(諸
天

王
護
持
品
第
九
、
第
十
、
第
十
一
、
第
十
二
、
第
十
三
、
第
十
四
品
)
、
(
3
)
、

そ
し
て
そ
の
国
土
人
民
の
安
隠
豊
盛
と
無
有
闘
謹
を
説
く
が
、
(
4
)
、

特
に
こ
こ
で
は
浬
葉
道
の
趣
向
と
い
う
仏
道

体
系
の
大
本
を
よ
く
没

却
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
著
目
す

べ
き
で
あ
る
。

 日
、
こ
れ
に
引
き
続
い
て
、
次
の

「
諸
悪
鬼
神
得
敬
信
品
第
八
」
に

な
る
と
、
(
1
)
、
そ
の
冒
頭
に
前
品
同
様
正
法

の
護
持
養
育
と
、
(
2
)
、

そ
の
国
土
人
民
の
安
隠
豊
盛
、
無
有
闘
謬
を
説
く
が
、
こ
こ
で
も
ま

た
最
初
の

「
令
魔
得
信
楽
品
」
と
同
じ
く
、

諸
天
鬼
神
が
大
集
会
し

て
、
(
3
)
、
三
宝
の
敬
信
と
、
(
4
)
、
誠
心
繊
悔
を
重
ね
て
説
き
出
し
、

(5)
、
諸
悪
鬼
神
に
よ
る
三
世
諸
仏

へ
の
敬
信
供
養
を
以
て
結
び
と
め

て
い
る
。
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圃
、

次
の

「諸
天
王
護
持
品
第
九
」
に
は
、
さ
き
の
口
項

「
一
切
鬼

神
集

会
品
第
七
」
に
お
い
て

一
部
既
述
し
た
ご
と
く
、
諸
天
王
が
こ

の
四
天
下
を
等
分
分
布
し
、
次
の

「
諸
魔
得
敬
信
品
第
十
」
品
を
中

間
に
は
さ
み
と
つ
て
、
天
仙
、
七
宿
、
三
曜
、

三
天
童
女
ま
で
が
共

々
に
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
着
実
に
そ
の
責
任
国
土
の
護
持
養
育
と

令
法
久
住
と
に

つ
い
て
左
の
如
く
説
き
明
か
し
て
い
る
。

1
、
兜
卒
陀
天
王
…
…
北
欝
単
越
洲
…
…
毘

沙
門

天
王

(毘
門
天
王

品
第
十
四
)

2
、
他
化
自
在
天
王
…
…
東

弗
婆
提
洲
…
…
提
頭
頼
託
天

王

(提
頭

頼
吃
天
王
護
持
品
第
十

一)

3
、
化
楽
天
王
…
…
南
閻
浮
提
洲
…
…
毘

楼
勒

叉
天
王

(毘
楼
勒
叉

天
王
品
第
十
二
)

4
、
須
夜
摩
天
王
…
…
西
崔
陀
尼
洲
…
…
毘
楼
博

叉
天
王

(毘
楼
博

叉
王
品
第
十
三
)

圃
、

既
述
に
よ
る
諸
天
王
が
そ
の
配
分
国
土
の
護
持
養
育
を
説
く
章

品
中
に
挿
入
せ
ら
れ
て
い
る

「
諸
魔
得
敬
信
品
第
十
」
に
は
、
天
地

自
然
界

の
百
億
の
諸
魔
ま
で
も
、
大
勇
猛
心
を
発
起
し
て
、
仏
の
正

法
を
護
持
養
育
し
、
三
宝
種
を
熾
然
久
住
な
ら
し
め
、
地
の
精
気

・

衆
の
精
気
、
法
の
精
気
を
し
て
皆
悉
く
増
上
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
説

き
示
し
、
法
滅
懸
記
の
時
代
思
潮
に
敢
然
対
決
す
る
に
は
、
仏
法
道

の
敬
信

の
念

一
つ
に
あ
る
こ
と
だ
け
を
単
適
に
誇
張
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、

こ
の
経
の
特
質
を
よ
く
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て

よ
い
。

因
、

か
く
て
、
次
の

「
呪
輪
護
持
品
第
十
五
」
に
な
る
と
、
世
尊
は

如
上
の
四
天
王
に

「大
力
雄
猛
不
可
害
輪
大
明
呪
句
」
を
付
嘱
し
、

こ
の
呪
文
を
口
諦
す
れ
ば
、

一
切
の
諸
魔
お
よ
び
魔
の
春
属
が
驚
怖

し
て
近
づ
く
こ
と
を
得
ず
、
な
お
ま
た
東
西
南
北
の
四
方
国
土
を
配

分
す
る
四
天
王
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
責
任
分
布
国
土

の

一
々

に
適
合
す
る
各
別
の

「
大
力
雄
猛
不
可
害
輪

大
明

呪
句
」
を
与
え

て
、
諸
魔

の
接
近
な
か
ら
し
む
べ
き
を
具
説
す
る
と
こ
ろ
は
本
経
成

立
上
の
見
地
か
ら
み
て
三
思
四
考
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
も
あ
る
。

(七)
、
さ
て
、
次
の

「忍
辱
品
第
十
六
の

一
、
二
」
に
は
衆
多

の
阿
修

羅
、

一
切
の
諸
天
竜
乃
至
迦
託
富
単
那
、
人
非
人
等
す
べ
て
世
尊
の

前
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
ま
た

一
切
の
法
僧

・
声
聞
弟
子
に
至
る
ま

で
も
誠
心
繊
悔
の
意
を
表
し
て
、
世
尊
の
法
眼
を
永
遠
に
護
持
養
育

す
る
旨
を
説
き
、

つ
づ
い
て
、
羅
喉
羅
阿
修
羅
王
、
毘
摩
質
多
羅
阿

修
羅
王
、
牟
真
隣
陀
阿
修
羅
王
、
践
持
毘
盧
遮
那
阿
修
羅
王
等
お
よ

び
そ
の
春
属
、
無
量
百
千
の
阿
修
羅
諸
王
が
世
尊
の
所
説
と
正
法
の

護
持
養
育
と
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
い
や
し
く
も
こ
れ
に
敵
対
掩
悩

せ
ん
と
す
る
諸
悪
人
を
降
伏
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
詳
説
す
る
。

か
く
て
、
こ
の
経
の
主
役
者
で
あ
る
月
蔵
菩
薩
摩
詞
薩
が
慈
心
陀

羅
尼
の
明
呪
句
を
説
く
。
す
る
と
諸
天
神
は
各
慈
心
、
忍
心
、
無
怨

た
が
い

心
、
無
言
訟
心
に
止
住
し
、
迭
相
に
そ
の
所

犯

の
罪
過
を
陳
謝
す

る
。
時
に
世
尊
は
大
悲
を
以
て

一
切
衆
生
を
憐
慰
、
成
熟
し
給
い
、

「
大
集

月
蔵
分
」
所
説

の
天
神
地
祇

に

つ
い
て

(
宇
治
谷
)

八
五
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八
六

一
切

は
皆
そ
の
聖
力
の
加
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
よ
く
諸
法
空
を
修

習
し
簡
択
す
れ
ば
三
乗
無
為
界
に
安
置
せ
し
め
給
う
も
の
で
あ
る
と

説
く
。

囚
、

次
の

「
分
布
閻
浮
提
品
第
十
七
」
衆
多

の
諸
天
竜
王
、
阿
修

羅

・
諸
軍
将
王
と
も
に
こ
の
閻
浮
提

に
分
布
安
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

(1)
、

そ
の
国
土
に
お
け
る
令
法
久
住
と
、
(
2
)
、
正
法
の
護
持
養
育
と

そ
の
堅
実
性
を
鼓
吹
し
、
併
せ
て
前
述
画
の

「
一
切
鬼
神
集
会
品
第

七
」

と
同
じ
く
、
(
3
)
、そ
の
四
天
下
国
土
に
在
住
す
る
人
民
の
保
護

養
育

と
安
隠
豊
盛

・
無
有
闘
謬
の
現
在
世
的
利
益
を
重
ね
て
強
調
す

る
。

(2
)

因
、

次
の
星
宿
摂
受
品
第
十
八
」
に
は
、
過
去
の
天
仙

・
諸
宿
曜
辰

が
各
国
土
を
配
分
安
置
し
、
そ
の
国
土
を
摂
護
し
、
そ
の
国
土
の
衆

生
を
養
育
し
て
四
方
国
土
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
所
主
あ
る
こ
と
を
明

か
し
、
引
き
つ
づ
い
て
、
次
の

「建
立
塔
寺
品
第
十
九
」
に
は
、
過

去
の
諸
仏
如
来
の
建
立
し
給

へ
る
大
塔
、
牟
尼
諸
仙
の
所
依
住
処
に

は
そ
れ
ぞ
れ
諸
仏

の
出
現
が
見
ら
れ
、
ま
た
諸
施
主
が

一
切
声
聞
仏

弟
子

の
た
め
に
塔
寺
を
建
立
し
、

一
切
の
所
須
を
給
与
し
、
無
有
恐

怖
、

以
て

一
切
の
護
持
養
育
の
任
を
果
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を

説
く
。

(十)
、

最
後
の

「法
滅
尽
品
第
二
十
」
に
な
る
と
、
本

一
経
の
結
語
と

し
て
、
天
神
地
祇
す

べ
て
が
正
法
の
護
持
と
、

一
切
の
声
聞
器
を
は

じ
め
非
器
に
至
る
ま
で
も
養
育
の
任
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
剰
え
諸

仏
の
慈
悲
は
慧
無
量
で
あ

つ
て
、
仏
滅
後
に
お
い
て
も
、
ま
た
正
法

の
熾
然
と
そ
の
久
住
を
可
能
な
ら
し
む
る
も

の
で
あ
り
、

一
切
有
情

を
し
て
悉
く
能
く
浬
葉
道
に
趣
向
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

か
く
し
て
、
か
く
の
如
き
法
門
を
よ
く
読
訥
、
受
持
、
聞
信
す
る

(
4
)

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
種
、

八
種
、
十
三
種
の
清
浄
功
徳
を
取
得
す

べ

き
も
の
で
あ
る
と
結
び
と
め
て

一
経
を
終
幕
す
る
。

(C)
、
む
す
び

大
集
経
月
蔵
分
各
章
品
の
内
容
は
大
要
如
上

の
通
り
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
各
章
品

一
貫
し
て
洩
れ
な
く
説
き
出
し

て
い
る
も
の
は
概
ね
左

の
如
く
要
約
せ
ら
れ
る
。

(1)
、
正
法
の
久
住
と
そ
の
護
持
養
育

こ
の
こ
と
は
大
集
経
中
に
所
現
す
る
諸
天
善
神
、
な
か
ん
つ
く
諸

悪
鬼
神
に
至
る
ま
で
も
、

一
も
二
も
な
く
法

の
永
遠
性
と
そ
の
尊
重

性
を
高
揚
す
る
仏
法
の
本
旨
を
あ
き
ら
か
に
し
、
特
に
末
法

々
滅
の

思
想
拾
頭
に
際
会
す
る
に
当
つ
て
、

い
よ
い
よ
正
法
不
滅
の
憲
章
を

附
与
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

(2)
、
三
宝
の
尊
信
と
誠
心
幟
悔

し
か
も
そ
の

「令
法
久
住
」
を
鼓
吹
高
揚
す
る
に
当

つ
て
は
、
諸
悪

諸
鬼
神
ま
で
も
仏

・
法
僧
の
三
宝
を
敬
信
尊
崇
す
る
か
た
わ
ら
、

一

つ
に
過
去
の

一
切
の
罪
禍
を
誠
心
幟
悔
す
る
大
乗
仏
道
の
実
践
体
系

を
物
語
る
と
こ
ろ
に

一
入
意
義
深

い
も
の
が
認
め
得
ら
れ
る
。
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(3)
、
国
土
人
民
の
護
持
養
育

か
つ
こ
の
経
に
説
き
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
諸
天
諸
鬼
神
の
果
す
大
き

な
役
割
と
し
て
、
こ
の
四
天
下
を
そ
れ
ぞ
れ
に
等
分
分
布
し
、

そ
の

赴
任
止
住
す
る
責
任
国
土

の
完
全
護
持
と
、
ま
た
そ
こ
に
止
住
す
る

諸
有
情
の
無
有
闘
謹

・
兄
有
疾
病
の
ご
と
き
安
穏
養
育
性
の
具
現
を

祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
の
経
月
蔵
分
中
、
「
諸
天
王
護

持
晶
」
第
九
以
下
第
十
四
品
に
至
る
数
品
に
わ
た
つ
て
詳
述
し
、
恰

も
月
蔵
分
所
説
の
主
流
経
説
で
も
あ
る
ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
る
こ

と
も
等
閑
視
し
得
ざ
る
こ
の
経
の
特
質
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
て

よ
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
大
集
経

一
部
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
の
月

蔵
分
は
、
い
ま
そ
の
成
立
編
纂
史
上
の
問
題
は
別
と
し
て
、
概
し
て
数

多
く
の
諸
天
諸
鬼
神
を
籍
り
き
た
つ
て
、
正
法
の
護
持
と
四
天
下
の
護

持
養
育
と
を
極
力
鼓
吹
喧
伝
す
る
と
こ
ろ
は
余
他
の
大
乗
諸
経
典

に
比

し
て
顕

著
な
特
異
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
な
か
ん
つ
く
法
滅
の
思
想

と
い
う
末
法
淘
世
到
来
の
時
代
思
潮
が
い
わ
ゆ
る
末
法
相
応
の
浄
土
教

思
想
と
深
い
関
連
を
以

つ
て
、
後
世
浄
土
教
諸
論
師
の
間
に
珍
重
が
ら

れ
る
要
素
と

一
分
の
魅
力
と
を
孕
胎
し
て
い
た
こ
と
は
否
み
得
な
い
事

実
で
あ
る
。

か
く
て
、
道
悼
、
善
導
、
迦
才
等
、
中
国
浄
土
教
諸
論
師
に
よ
る
論

釈
を
は
じ
め
、
わ
が
国
伝
教
の

「末
法
燈
明
記
」
、
特

に
親
鷺

の

「顕

浄
土
真
実
教
行
証
文
類
化
土
巻
」
に
お
け
る
大
集
経
月
蔵
分
所
説
経
文

の
膨
大
な
引
釈
文
に
至
つ
て
は
い
ま
更
贅
言
を
要
し
な
い
。

註
(1)
、
歴
代
三
宝
記
九
、
開
元
録
六
に
よ
る
。

(3)
、○

天
仙

七
宿

東

弗

婆

提

…
…
昴

畢

・
紫

・
参

・
井
。

鬼

・
柳

南

閻

浮

提

…
…
星

・
張

・
翼

・
秒

・
角

・
充

・
域

西

麗

陀

尼

…
…
房

・
心

・
尾

・
箕

・
斗

牛

・
女

北
欝

単

越

…
…
虚

・
危

室

・
壁

・
奎

・
婁

・
胃

〇
三

曜

東
弗
婆
提
…
…
大

白
星
。

歳
星

・
月

南
閻
浮
提
…
…
日

・
辰
星

・
大
白
星

西
星
陀
尼
…
…
榮

惑
星

・
歳
星

・
鎮

星

北
欝
単
越

…
…
鎮

西

・
歳
星

・
焚
惑

星

〇
三
天
童
女
。

東
弗
婆
提
…
…
毘

利
沙

・
弥
楡
那
。

漏
迦
吃
迦

南
閻
浮
提
…
…
練

呵

・
迦
若

・
兜
羅

西

罷
陀
尼
…
…
毘

離
支
迦

・
檀
冤
婆

・
摩
伽
羅

北
欝
単
越
…
…
鳩

架

・
弥
那

・
迷
沙

註

(3)
、
〇
十
種
清
浄
功
徳
…
…
不

殺
生

・
不
楡
盗

・
不
邪
行

・
不
妄
語

・
不

悪

口

・
不
両
舌

・
不
綺
語

・
不
貧
欲

・
不
瞑
悉

・
不
邪
見

○
八
種
清
浄
功
徳
…
…
長

寿

・
端

正

・
富
貴

・
名
称

・
諸
天
常
守
護
。

所
須
無
乏
所

・
尽
諸
業
障

・
命
終
時
得

生
善
処

〇
十

二
種
清
浄
功
徳
…
…
無

生
死
流
転

・
不
起
悪
見

・
不
生
五
淘
無

仏
土

・
常
得
見
仏

・
常
聞

正
法

・
常
得
衆
僧
供
養

・
値
善
知
識
.

相
応
与
六
波
羅
蜜

・
不
堕

小
乗

・
成
就

衆
生

・
常
発
勝
願

・
不
離

如
上
等
法
速
能
満
足
六
波

羅
蜜

・
成

正
覚
於
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩

提

「
大
集
月
蔵
分
」
所
説

の
天
神
地
祇

に

つ
い
て

(
宇
治
谷
)
 

八
七
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